
2021.5.9復活後第五主日礼拝（YRCC） 

『イエス•キリストにある教会』（要旨） 
テサロニケ人への手紙第一１章1節 

 
本朝はテサロニケ人への手紙の冒頭挨拶の「教会」（ｴｸﾚｼｱ）を鍵語に、まずはテサロニケ「教
会」の地域性に着目し、次に「イエス・キリストにある『教会』」に注目します。 

１．テサロニケ人の「教会」 
使徒パウロはテサロニケ人への手紙を書きま
した。彼はテサロニケ宣教で同行したシラス（シ
ルワノ1）そして同労者テモテの連名で冒頭挨拶
(1：1)をしました。この手紙の宛先は「テサロニ
ケ人の教会」です。 
（１）テサロニケの地域性について 
現在のギリシアの中央マケドニアに位置し、
人々の行き来が盛んな場所で産業と行政の中心
地として繁栄しました。現地の「ギリシア人」以
外にも多くのローマ人とユダヤ人が住んでいま
した。テサロニケは様々な背景を持った人々が
住んでいました。 
（２）テサロニケにおける「会堂」 
テサロニケはユダヤ人にとって必ずしも住み
心地の良い環境ではなかったようです2。それに
も関わらずユダヤ人の「会堂」（シナゴーグ）が
あったのは注目に値します（使徒17:1）。＊ピリ
ピの町の場合（参照: 使徒16:13） 
エルサレムから遠く離れた地域であるにも関
わらず「神を敬うギリシア人」、「有力な婦人」が
「会堂」に集まっていました。 
（３）テサロニケの「ユダヤ人」の拒絶 
パウロは、第二回伝道旅行の際に、ピリピから
南下してテサロニケに赴き、安息日にユダヤ人
の会堂に入って福音を伝えました（使徒17:2）。
しかしユダヤ人で信仰を持った者は僅でした。
一方「神を敬う大勢のギリシア人」(17:4）が福
音を信じたのです。その結果、ユダヤ人は、なら
ず者を扇動してヤソンの家を襲撃させ (使徒
17:5)、夜間に逃げたパウロの後を追いかけ、べ
レアの町でも福音宣教を妨害したとあります(使
徒17:13)。 
（４）テサロニケの地域宣教 
パウロは福音を伝える「地域」の人々に関心を
持ちました。「この町のユダヤ人は、テサロニケ

 
1 使徒16章に登場する「シラス」と同一人物(参照: BDAG)。 
2 ローマの歴史家タキトス(A.D55-120年)は、テサロニケ住民とユダヤ人

にいる者たちよりも素直で…」（使徒17:11）。 
したがって、パウロはテサロニケ人の『教会』
のクリスチャンが直面する厳しい実情を踏まえ
て、手紙を書き送ったと言えるでしょう。 
２．イエス・キリストにある教会 
「地域」の人々に関心を持つパウロでしたが、
福音を宣教する際に、どの地域においても一貫
して伝えた内容がありました。それが「イエスと
復活」（使徒17:18）です。大抵の場合、「復活」
を語り始めた段階で拒絶されました。それにも
関わらず「イエスと復活」を伝え続けたのは何故
でしょうか。それはここに教会（エクレシア）の
本質があるからです。 
 
パウロは、テサロニケの教会が「父なる神
および主イエス・キリストにある」と述べま
す。この「～にある」という前置詞「エン」
は、「～のうちに」という意味を持ちます。
すなわち教会とは「父なる神と主イエスキ
リスト」に根源を持つものだと述べている
のです。 
 
したがって「教会」は、ユダヤ人会堂（シナゴ
ーグ）が、キリスト教式の「会堂」になったとい
うことではありません。「教会」は「主イエス・
キリスト」を、救い主として告白する「集まり」
だからです。 
【まとめ】 
横浜緑園キリスト教会は、この地域の人々の
「心のオアシス」でありたいと願う「地域教会」
です。それと同時に
「イエスと復活」を
宣教する「イエス・
キリストにある教
会」なのです。 

の間には軋轢（ユダヤ教改宗への勧誘，人間嫌い，分離主義，皇帝崇拝の
拒否）があったことを記録しています（参照: ECNT, 18-19）。 


